
健康経営の進め方 ～代替不可能な人的資本の価値を高める③

前回に引き続き、「健康経営®」についてお伝えする最終回です。

５．健康経営を進める４ステップ

健康経営に本格的に取り組むにあたっては、公的な認定制度に則って推進していくのが現実的です。経
済産業省が運営する「健康経営優良法人制度」の認定要件には、健康経営の推進に欠かせない要件がバ
ランスよく網羅されています。認定を取得するか否かに関わらず、この要件に沿ってステップを進めて
いくことで、実効性の高い健康経営を行うことができます。

①STEP１：健康宣言まず、健康経営を経営理念の中に明文化するとともに、自社のウェブページなど
を介して社内外に健康経営を行うことを宣言します。

②STEP２：体制づくり次に、健康経営に取り組むための組織体制を構築します。健康づくりの担当部
署を決め、その責任者を任命します。また、産業医や保健師等、健康づくりに関する外部人材の活用も
検討します。

③STEP３：健康課題の把握と対策定期健康診断やストレスチェックなどを通じて、自組織の健康の見
える化を図ります。また、残業時間や有給休暇の取得状況、職場の安全衛生状況といった情報からも課
題を把握します。

把握した健康課題の中から優先的に取り組む課題とその解決策を検討し、計画を立案します。健康診断
の受診率や喫煙率、有給休暇取得率といった、特に重要な数値については、目標数値を設定して取り組
みます。

【参考】ちょっとユニークな健康目標（インソース調べ）

朝食欠食率（金融、ITなど複数）レクリエーション・スポーツの参加人数（製造業（運送用機器））オ
ーラルケア普及活動参加数（製造業（日用品））1日8,000歩及び早歩き20分の実践率（製薬）肩こり
・首の痛みにより仕事に影響が出ている従業員の割合（電力・ガス・水道）

④STEP４：取り組みの評価実施した解決策の効果について、健康づくり責任者や経営層が評価し、さ
らなる健康改善に向けた取り組みのステップアップを図ります。

大切なのは、従業員一人ひとりが自身の健康に価値を見出し、健康増進に向けた行動が習慣となるよう
促すことです。経営層の一方的な宣言で終わらないようにするためには、取り組みを実行した従業員に
はインセンティブを与えるなどの施策も効果的です。いかに従業員を巻き込み、健康リテラシーを高め
ていけるか、そのための工夫が求められます。

最後に

インソースでも、2023年９月に「健康経営宣言」を行い、全社をあげて健康経営に取り組んでいます
。



従業員の健康増進を支援し、人的資本の価値向上に努めることは、企業ブランドを高めることにつなが
ります。その結果、新たな投資を呼び込んだり、優秀人材の定着につながったりするなど、様々なメリ
ットがある健康経営をまだ実践していない、という組織におかれましては、今回の内容を参考に取り組
みを始めてみてはいかがでしょうか。

株式会社インソース　より


